
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和２年６月２６日（金） １０：０３～１０：１６ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

森 まさこ 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

田 中 和 德 国務大臣（復興大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

衛 藤 晟 一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

竹 本  一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

北 村 誠 吾 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 明 宏 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件      ７件 

○国会提出案件   ３７件 

○公布（条約）    ３件 

○人事        ６件 

○報告        １件 

○配布        １件 

いずれも，案件表のとおり，決定等となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，西村副長官から御説明申し上げます。 

○西村内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「燃料油汚染損害

の民事責任条約」及び「難破物除去ナイロビ条約」への加入並びに「日・ヨルダン 

投資協定」の効力発生のための通告について，御決定をお願いいたします。これら

の条約は，先の通常国会までに承認を得たものであります。あわせて，これらの条

約を公布することについて，御決定をお願いいたします。 

次に，「東ティモール国」及び「マリ国」駐日特命全権大使の接受に御裁可を仰ぐ

ことについて，御決定をお願いいたします。本件は，７月２日，信任状捧呈の予定

であります。 

次に，恩赦２件について，御決定をお願いいたします。いずれも，即位の礼に当

たり行う特別基準恩赦として，復権を行うものであります。 

次に，質問主意書に対する答弁書３５件について，お手元の資料のとおり，御決

定をお願いいたします。 

次に，令和元年度第４・四半期における「予算使用の状況」及び「国庫の状況」

を財政法に基づき，国会及び国民に報告することについて，御決定をお願いいたし

ます。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，千葉地方裁判所長合田悦三を札

幌高等裁判所長官に任命すること，及び，アフリカ連合日本政府代表部在勤大使志

水史雄を願いに依り免ずることについて，それぞれ御決定をお願いいたします。 

次に，内閣官房副長官補古谷一之を願いに依り免じ，その後任に元国税庁長官藤

井健志を任命すること，及び，株式会社日立製作所取締役中村豊明を日本銀行政策

委員会審議委員に任命することについて，御決定をお願いいたします。 

次に，国土交通省人事といたしまして，不動産・建設経済局長に土地・建設産業

局長青木由行を充てることを承認することについて，御決定をお願いいたします。 

次に，裁判官人事といたしまして，判事補兼簡易裁判所判事に任命するもの外２

件について，御決定をお願いいたします。 

次に，下邨昭三外５３１名の叙位，叙勲又は紺綬褒章等授与について，御決定を

お願いいたします。 

次に，令和元年度第４・四半期における自衛隊員の再就職状況の報告があります。

本件は，自衛隊法に基づき，管理職職員であった者等からの再就職に関する届出事

項について内閣に報告するものであり，本年１月から３月までの間になされた届出

件数は，４９件となっております。 

次に，配布資料といたしまして，「国土交通白書」があります。本件につきまして

は，後程，国土交通大臣から御発言があります。 

次に，件名外案件について，申し上げます。まず，「円借款の供与に関する書簡」

をモルドバとの間に交換することについて，御決定をお願いいたします。本件は，

「農業機械・設備近代化計画」に約２１億円を限度とする円借款を供与することに
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ついて，取り極めるものであります。なお，２９日の書簡交換まで不公表といたし

たいので，御了承をお願いいたします。 

次に，「無償資金協力に係る取極の締結」について，御決定をお願いいたします。

本件は，我が国と相手国政府との間で実質的な合意をみた無償資金協力を取りまと

めたもので，３１か国に対する計３１件，総額１２９億円の贈与を行うものであり

ます。個々の案件につきましては，相手国政府との書簡交換までそれぞれ不公表と

いたしたいので，御了承をお願いいたします。なお，締結状況は適宜取りまとめ，

別途，閣議に御報告することといたします。 

〇菅国務大臣：次に，大臣発言がございます。まず，国土交通大臣。 

〇赤羽国務大臣：「令和２年版国土交通白書」では，本年が国土交通省の発足から２０

年目の節目に当たることなどから，「社会と暮らしのデザイン改革～国土交通省２

０年目の挑戦～」をテーマとして取り上げました。国土交通省発足からこれまでの

我が国を取り巻く環境変化と，それに対する取組を振り返りつつ，今後，国土交通

省が向き合うべき課題として，激甚・頻発化する災害への対策や地域の移動手段の

確保等を取り上げるとともに，取組の方向性を展望しております。また，現下の課

題であります新型コロナウイルス感染症への対応の状況について，特集として記述

しております。 

白書の作成に当たり，関係府省の御協力を頂きましたことに，厚くお礼申し上げ

ます。 

〇菅国務大臣：次に，竹本大臣。 

〇竹本国務大臣：令和２年度に日本学術会議が共同主催する国際会議の中止等につい

て，御説明いたします。 

  日本学術会議においては，学術の振興と科学的諸問題の解決促進等が期待される

国際会議を，学術研究団体と共同して毎年開催しており，令和２年度についても，

昨年８月３０日の閣議にて，７件の国際会議の共同主催を御了解いただきました。 

 しかしながら，新型コロナウイルス感染症の影響を受けて，これら７件の国際会

議について，６件の共同主催を中止し，１件「第２９回人工知能国際会議」を延期

する変更がございましたので，御了解をお願いいたします。 

〇菅国務大臣：次に，法務大臣。 

〇森国務大臣：“社会を明るくする運動”は，犯罪や非行のない安全で安心な明るい地

域社会を築くことを目的に，７月を強調月間として実施する全国的な運動です。本

年は，本運動が開始されてから７０回を迎え，国民の皆様の御理解と御協力を得て，

地域の実情等に応じた様々な活動が展開される予定です。 

 また，「再犯の防止等の推進に関する法律」では，毎年７月を「再犯防止啓発月間」

とし，国民の間に広く再犯の防止等についての関心と理解を深めることとしていま

す。 

 犯罪や非行のない社会づくりに取り組む決意のしるしである「幸福の黄色い羽根」

のもと，新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で，これらの活動を行ってまい

りますので，閣僚各位におかれましても，御支援と御協力をお願いいたします。 
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○菅国務大臣：次に，私から，特殊法人の長の人事について，申し上げます。 

沖縄振興開発金融公庫理事長川上好久は，６月３０日付けで任期満了となります

が，７月１日付けで再任いたしたいので，御了解願います。 

これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

  御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和２年 

６月 26日 

◎ 一 般 案 件

1. ２ ０ ０ １ 年 の 燃 料 油 に よ る 汚 染 損 害 に つ い て

の 民 事 責 任 に 関 す る 国 際 条 約 へ の 加 入

1. ２ ０ ０ ７ 年 の 難 破 物 の 除 去 に 関 す る ナ イ ロ ビ

国 際 条 約 へ の 加 入

に つ い て （ 決 定 ） （ 外 務 省 ） 

〃 ○ 投 資 の 促 進 及 び 保 護 に 関 す る 日 本 国 と ヨ ル ダ ン ・

ハ シ ェ ミ ッ ト 王 国 と の 間 の 協 定 の 効 力 発 生 の た め

の 通 告 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ）

   ☆ 東 テ ィ モ ー ル 国 特 命 全 権 大 使 イ リ デ ィ オ ・ シ メ ネ

ス ・ ダ ・ コ ス タ 外 １ 名 の 接 受 に つ い て （ 決 定 ）

（ 同 上 ） 

〃 ☆ 恩 赦 （ 特 別 ） に つ い て （ 決 定 ） （ 内 閣 官 房 ） 

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 衆 議 院 議 員 䭜 元 清 美 （ 立 国 社 ） 提 出 臨 時 会 召

集 要 求 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）           （ 内 閣 官 房 ）

   ○ 1. 衆 議 院 議 員 緑 川 貴 士 （ 立 国 社 ） 提 出 憲 法 第 ５

３ 条 に 基 づ く 臨 時 国 会 召 集 に 関 す る 質 問 に 対

す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）    （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 紙 智 子 （ 共 産 ） 提 出 ア イ ヌ 施 策 推

進 法 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）             （ 同 上 ）

1. 衆 議 院 議 員 青 山 大 人 （ 立 国 社 ） 提 出 令 和 ２ 年

度 政 府 広 報 費 予 算 の 倍 増 に 関 す る 質 問 に 対 す

る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）  （ 内 閣 府 本 府 ）

1. 衆 議 院 議 員 櫻 井 周 （ 立 国 社 ） 提 出 ク ロ ス ボ ウ

の 規 制 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）            （ 警 察 庁 ）

○

閣 議 案 件 （ 金 ）

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

〔 別 添 〕
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1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 国 が お 墨 付 き

を 与 え た 西 武 信 用 金 庫 に よ る 不 正 融 資 に 対 す

る 政 府 の 調 査 姿 勢 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）       （ 金 融 庁 ） 

1. 衆 議 院 議 員 櫻 井 周 （ 立 国 社 ） 提 出 公 職 選 挙 法

第 ２ ５ ９ 条 の ２ で 地 方 公 共 団 体 の 長 に 任 期 の

起 算 の 特 例 を 規 定 し た 立 法 趣 旨 を 逸 脱 す る 事

例 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て 

（ 決 定 ）            （ 総 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 西 村 智 奈 美 （ 立 国 社 ） 提 出 ２ ０ ２

０ 年 ６ 月 か ら 施 行 さ れ た ハ ラ ス メ ン ト 指 針 の

地 方 公 務 へ の 適 用 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 緑 川 貴 士 （ 立 国 社 ） 提 出 地 方 公 共

団 体 の 財 源 不 足 対 策 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答

弁 書 に つ い て （ 決 定 ）       （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 中 谷 一 馬 （ 立 国 社 ） 提 出 犯 罪 加 害

者 家 族 （ 特 に 子 ど も た ち ） に 関 す る 質 問 に 対

す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）   （ 法 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 䭜 元 清 美 （ 立 国 社 ） 提 出 刑 事 訴 訟

法 第 ２ ３ ９ 条 第 ２ 項 「 公 務 員 の 告 発 義 務 」 に

関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 「 質 問 主 意 書

関 係 事 務 の 手 引 き ～ は じ め て 主 意 書 を 担 当 す

る 方 へ ～ 」 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ

い て （ 決 定 ）           （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 鈴 木 宗 男 （ 維 新 ） 提 出 賭 け マ ー ジ

ャ ン を 行 い 辞 職 し た 黒 川 弘 務 前 東 京 高 検 検 事

長 の 訓 告 処 分 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に

つ い て （ 決 定 ）          （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 井 上 哲 士 （ 共 産 ） 提 出 「 プ ロ サ バ

ン ナ 事 業 」 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ

い て （ 決 定 ）          （ 外 務 省 ） 
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1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 日 本 銀 行 の 金

融 政 策 決 定 会 合 の 討 議 内 容 が 事 前 に 報 道 機 関

に 漏 洩 し て い る 可 能 性 に 関 す る 質 問 に 対 す る

答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 財 務 省 ） 

1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 消 費 税 が 福 祉

財 源 に 充 て ら れ て い る と い う の は 増 税 す る た

め の 理 由 付 け に 過 ぎ な い と い う 与 党 の 見 解 に

関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 蓮 舫 （ 立 憲 ・ 国 民 ． 新 緑 風 会 ・ 社

民 ） 提 出 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に か

か る 学 校 臨 時 休 業 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 文 部 科 学 省 ） 

1. 参 議 院 議 員 松 沢 成 文 （ 維 新 ） 提 出 教 科 書 検 定

基 準 の 近 隣 諸 国 条 項 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答

弁 書 に つ い て （ 決 定 ）       （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 櫻 井 周 （ 立 国 社 ） 提 出 感 染 症 が 流

行 し た と き の 対 応 の た め の 病 床 を 平 時 か ら 保

持 し て お く 必 要 性 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 厚 生 労 働 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 櫻 井 周 （ 立 国 社 ） 提 出 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る 医 療 機 関 の 財 務 状 況 悪

化 に 対 し て ， 医 療 機 関 の 資 金 繰 り の 見 通 し が

立 つ よ う に す る た め の 政 府 の 医 療 機 関 へ の 財

務 支 援 の 枠 組 み を 示 す 必 要 性 に 関 す る 質 問 に

対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）   （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 阿 部 知 子 （ 立 国 社 ） 提 出 独 立 行 政

法 人 国 立 病 院 機 構 八 雲 病 院 の 機 能 移 転 に 関 す

る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 丸 山 穂 高 （ 無 ） 提 出 「 接 触 確 認 ア

プ リ 」 の 導 入 及 び 運 用 に 関 す る 質 問 に 対 す る

答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）      （ 同 上 ） 
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1. 衆 議 院 議 員 山 崎 誠 （ 立 国 社 ） 提 出 家 畜 伝 染 病

予 防 法 施 行 規 則 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書

に つ い て （ 決 定 ）      （ 農 林 水 産 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 緑 川 貴 士 （ 立 国 社 ） 提 出 主 食 用 米

の 適 正 生 産 と 非 主 食 米 へ の 作 付 け 転 換 へ の 対

策 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て 

（ 決 定 ）             （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 緑 川 貴 士 （ 立 国 社 ） 提 出 ス ギ 人 工

林 の 再 造 林 に か か る 苗 木 生 産 に 関 す る 質 問 に

対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）   （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 獣 医 療 関 係 者

と 飼 い 主 と の 間 の ト ラ ブ ル に 関 す る 質 問 に 対

す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）    （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 紙 智 子 （ 共 産 ） 提 出 新 漁 業 法 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 丸 山 穂 高 （ 無 ） 提 出 キ ャ ッ シ ュ レ

ス ・ ポ イ ン ト 還 元 事 業 の 延 長 に 関 す る 質 問 に

対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 )( 経 済 産 業 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 阿 部 知 子 （ 立 国 社 ） 提 出 Ａ Ｌ Ｐ Ｓ

処 理 水 の 濃 度 に 考 慮 さ れ て い な い 核 種 が あ る

こ と に 関 す る 再 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て

（ 決 定 ）             （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 阿 部 知 子 （ 立 国 社 ） 提 出 除 染 な き

避 難 指 示 解 除 の 政 府 方 針 に 関 す る 質 問 に 対 す

る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 同 上 ） 

1. 参 議 院 議 員 平 山 佐 知 子 （ 無 所 属 ） 提 出 持 続 化

給 付 金 の 不 正 受 給 の 防 止 に 関 す る 質 問 に 対 す

る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 西 村 智 奈 美 （ 立 国 社 ） 提 出 「 Ｇ ｏ  

Ｔ ｏ  ト ラ ベ ル 」 キ ャ ン ペ ー ン に 関 す る 質 問

に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 国 土 交 通 省 ） 
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1. 参 議 院 議 員 木 村 英 子 （ れ 新 ） 提 出 羽 田 空 港 新

飛 行 経 路 が 視 覚 障 が い 者 等 に 与 え る 影 響 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 国 土 交 通 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 田 村 貴 昭 （ 共 産 ） 提 出 米 空 母 艦 載

機 陸 上 離 着 陸 訓 練 （ Ｆ Ｃ Ｌ Ｐ ） 施 設 の た め の

馬 毛 島 周 辺 に お け る 海 上 ボ ー リ ン グ 調 査 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 防 衛 省 ） 

1. 衆議院議員緑川貴士（立国社）提出イージス・

ア シ ョ ア 配 備 計 画 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 同 上 ） 

   ☆ 令 和 元 年 度 第 ４ ・ 四 半 期 に お け る 予 算 使 用 の 状 況

（ た だ し 出 納 整 理 期 間 を 含 ま ず 。） を 国 会 及 び 国

民 に 報 告 す る こ と に つ い て （ 決 定 ）  （ 財 務 省 ） 

 〃  ☆ 令 和 元 年 度 第 ４ ・ 四 半 期 に お け る 国 庫 の 状 況 を 国

会 及 び 国 民 に 報 告 す る こ と に つ い て （ 決 定 ） 

（ 同 上 ） 

   

◎ 公 布 （ 条 約 ） 

1. ２ ０ ０ １ 年 の 燃 料 油 に よ る 汚 染 損 害 に つ い て

の 民 事 責 任 に 関 す る 国 際 条 約 （ 決 定 ） 

1. ２ ０ ０ ７ 年 の 難 破 物 の 除 去 に 関 す る ナ イ ロ ビ

国 際 条 約 （ 決 定 ）                 

（ 外 務 省 ） 

 〃  ☆ 投 資 の 促 進 及 び 保 護 に 関 す る 日 本 国 と ヨ ル ダ ン ・

ハ シ ェ ミ ッ ト 王 国 と の 間 の 協 定 （ 決 定 ） （ 同 上 ） 

 

◎ 人  事 

   ○判事合田悦三を高等裁判所長官に任命することに

ついて（決定）  
 〃  ○特命全権大使志水史雄を願に依り免ずることにつ

いて（決定）  
 〃  ○藤井健志外１名を内閣官房副長官補等に任命し，

内閣官房副長官補古谷一之を願に依り免ずること

について（決定）  

☆  
資 料  
な し  

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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   ○各府省幹部職員の任免につき，内閣の承認を得る

ことについて（決定）  
   ☆簗田真央外１０名を判事補兼簡易裁判所判事等に

任命し，判事兼簡易裁判所判事安達  玄外２名を

願に依り免ずることについて（決定）  
   ☆元科学技術事務次官下邨昭三外５３１名の叙位，

叙勲又は紺綬褒章等授与について（決定）  
 

◎ 報  告 

   ☆ 自 衛 隊 法 第 ６ ５ 条 の １ １ 第 ５ 項 の 規 定 に 基 づ く 報

告 に つ い て             （ 防 衛 省 ） 

 

◎ 配  布 

☆ 令 和 ２ 年 版 国 土 交 通 白 書     （ 国 土 交 通 省 ） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕   

 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  

資 料  
な し  

資 料  
あ り  
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                 令 和 ２ 年 

                 ６ 月 26 日 

 

◎ 一 般 案 件 

  ○ 円 借 款 の 供 与 に 関 す る 日 本 国 政 府 と モ ル ド バ 共 和

国 政 府 と の 間 の 書 簡 の 交 換 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 外 務 省 ） 

 〃  ○ 無 償 資 金 協 力 に 係 る 取 極 の 締 結 （ 令 和 ２ 年 度 第 ３

次 取 り ま と め 分 ） に つ い て （ 決 定 ）   （ 同 上 ） 
 
 
〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕   

 

 件 名 外 案 件  （ 金 ）  

資 料  
な し  
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